平成２１年度　研究協議「危機管理の事例研究」演習事例
〔　中学校　〕 
【事例Ａ】不登校
	  ２年３組の学級は、１学期の中間テストが終わった５月末から落ち着きがなくなり、始業の合図があっても席に着かず、授業中の私語が多くなった。そのような中、数名の男子生徒は、自分たちの意見が通らないと、大声で騒いだり、ドアを蹴ったりするなど粗暴な言動を見せるようになった。
　学級委員のＡ子は騒がしい学級が気になり、担任に相談した。担任のＢ教諭は、ふだんから学級に問題が起こったときは、学級委員に解決を任せており、今回のことも学級委員に任せただけであった。しかし、学級の騒がしさは収まらず、Ａ子は精神的に疲れを感じ、次第に登校するのが辛くなり遅刻や欠席が多くなってきた。それでも、Ｂ教諭は、Ａ子に任せっきりで何もしなかった。
　Ａ子は、とうとう登校できなくなり、母親が教頭に「何とかして欲しい。担任を替えて欲しい。」と相談に来た。　


【事例Ｂ】いじめ
	　担任のＡ教諭が、Ｂ子から、「いじめを受けている」と相談を受けた。Ｂ子の話によると、同じクラスのＣ子、Ｄ子、Ｅ子の３人から、毎日、言葉の暴力を受けたり、仲間はずれにされたりしているとのことであった。また、学校裏サイトの掲示板に「Ｂ子は援助交際をしている」などと誹謗中傷する内容の書き込みが執拗になされているということだった。Ａ教諭は、迅速な対応が必要であると考え、Ｃ子、Ｄ子、Ｅ子を呼び事実確認を行ったが、３名とも事実を否定したので、確たる証拠もなく指導はできないと考えて、経過観察することにし、学年主任、生徒指導主事、教頭への報告はしなかった。数日後、Ｂ子の保護者から教頭に「担任が対応してくれない」と苦情の電話が入った。                     　


【事例Ｃ】学校事故
	  理科担当のＡ教諭は、授業で、水素の性質を確認させる実験を行った。フラスコで発生させた水素を試験管に集め、マッチの炎を近づけて小さな爆発を起こさせるという手順を実験前に説明し、マッチの炎を近づける際には、必ず水素発生装置を遠ざけ、試験管の水素にのみ点火するよう、指導した。
　ところが、フラスコ内で水素発生の反応が進んでいる最中に、ある班の生徒Ｂ男が、フラスコからつながるガラス管にマッチの炎を近づけたところ、フラスコが爆発し、その破片でＣ男が目を負傷してしまった。
　Ａ教諭は実験を中断し、Ｃ男を保健室に連れて行った。養護教諭は近くの病院に電話連絡をし、タクシーでＣ男を病院に連れて行った。教頭はＡ教諭から報告を受けて、この事故について知った。


〔研究協議の視点〕
選択した事例について、学校としてどのように対処していくか、【教頭自身が行う内容・留意点】及び【教頭が教職員に指示する内容・留意点】の二つの立場から検討してください。なお、マスコミへの対応も検討すること。
	１　初期対応
　　 ・情報の収集と問題点の整理
２　解決に向けての方策
　 　(1)教職員への具体的な対応及び情報の管理
     (2)児童生徒、保護者への具体的な対応及び情報の管理
 　　(3)関係機関への具体的な対応及び情報の管理
３　再発防止に向けての方策



